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者
異
腹
「
執
政
 
 

商
材
 

温
周
れ
賃
草
薮
泉
 
 

題
 
答
 
 
 
植
 
田
 
信
 
鷹
 
 
 



還
暦
を
祝
し
て
謹
ん
で
本
書
を
 
 

菅
 

先
 
生
 
 

英
 
輝
 
 

先
′
生
 
 

西
 
村
 
重
 
雄
 

平
成
一
六
年
一
二
月
 
 

奉
呈
す
る
。
 
 

執
 
筆
 
者
一
同
 
 
 





菅
英
輝
教
授
は
、
一
九
四
二
 
（
昭
和
一
七
）
年
一
二
月
二
五
日
龍
巻
に
生
ま
れ
、
一
九
六
七
年
米
国
オ
レ
ゴ
ン
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
後
、
 
 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
ま
れ
、
日
本
で
も
有
名
な
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
L
∴
シ
ュ
ー
マ
ン
教
授
に
師
 
 

事
さ
れ
た
。
同
修
士
課
程
修
了
後
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
大
学
博
士
課
程
に
進
ま
れ
、
冷
戦
史
研
究
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
・
 
 

G
・
パ
タ
ー
ソ
ン
教
授
の
指
導
の
も
と
で
研
究
に
励
ま
れ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
七
月
、
北
九
州
大
学
（
現
北
九
州
市
立
大
学
）
 
 

外
国
語
学
部
の
助
手
に
任
用
さ
れ
、
同
大
学
で
講
師
、
助
教
授
、
そ
し
て
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四
月
に
は
同
教
授
と
し
て
、
卓
越
し
た
 
 

語
学
力
を
駆
使
し
た
国
際
政
治
学
の
研
究
と
日
米
学
術
交
流
等
に
よ
っ
て
同
外
国
語
学
部
の
充
実
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
 
 

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
に
国
際
社
会
専
攻
博
士
課
程
担
当
の
教
授
と
し
て
転
任
さ
れ
、
同
大
学
 
 

院
に
お
い
て
「
ア
メ
リ
カ
社
会
論
」
、
「
欧
米
社
会
総
合
演
習
」
、
 

全
学
共
通
教
育
「
現
代
の
政
治
と
法
」
な
ど
院
生
、
学
生
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
三
 
（
平
成
五
）
年
五
月
に
は
、
一
 
 

橋
大
学
に
お
い
て
博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
。
 
 
 

教
授
が
取
り
組
ま
れ
∵
今
日
な
お
追
求
し
て
お
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
と
り
わ
け
安
全
保
障
政
策
で
あ
り
、
そ
 
 

の
重
要
な
研
究
成
果
は
、
『
米
ソ
冷
戦
と
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
』
 
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
年
）
 
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
 
 

た
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
2
0
世
紀
史
』
 
（
秋
元
英
一
氏
と
共
著
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
 
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
を
 
 

あ
つ
か
っ
た
本
格
的
通
史
と
⊥
て
、
す
で
に
定
評
の
あ
る
前
著
と
共
に
、
今
後
ア
メ
リ
カ
研
究
に
お
け
る
基
本
的
文
献
と
し
て
位
置
づ
け
ら
 
 

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
外
交
が
あ
る
選
択
を
す
る
場
合
の
理
念
と
そ
の
背
景
の
変
遷
、
主
流
と
な
る
エ
リ
ー
ト
集
団
の
特
徴
、
外
側
 
 

世
界
の
状
況
、
ア
メ
リ
カ
の
由
内
世
論
の
動
向
な
ど
、
そ
の
研
究
は
、
教
授
独
特
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
説
得
力
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
 
 

て
い
る
。
J
 
 
 

近
年
は
、
・
日
本
外
交
や
日
米
関
係
碇
関
す
る
研
究
を
次
々
と
発
表
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
日
本
外
交
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
も
重
要
な
問
題
 
 

提
起
を
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
の
発
掘
の
分
野
で
は
、
国
内
で
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
同
教
授
の
研
究
に
よ
っ
て
、
幾
 
 

つ
も
の
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
教
授
は
、
学
界
に
つ
ね
に
衝
撃
を
与
え
る
新
解
釈
と
分
析
視
 
 

角
を
浄
示
さ
れ
て
き
た
℃
ま
た
学
会
に
お
い
て
は
、
日
本
国
際
政
治
学
会
、
日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
、
東
ア
ジ
ア
学
会
を
は
じ
め
諸
学
会
の
各
 
 

理
事
等
を
歴
任
さ
れ
、
後
進
の
指
導
と
学
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
 
 
 

還
暦
を
迎
え
ら
れ
て
な
お
若
々
し
い
情
熱
で
も
っ
て
、
史
資
料
の
発
掘
と
ア
メ
リ
カ
外
交
史
の
実
証
研
究
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
教
授
の
 
 

い
っ
そ
う
の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。
 
 
 

九
州
大
学
教
授
 
 

英
 
輝
 
先
生
 
 





西
村
重
雄
先
生
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
京
都
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
京
都
市
立
紫
野
高
校
、
京
都
大
学
法
学
部
を
経
て
、
第
二
〇
期
司
 
 

法
修
習
生
 
（
東
京
配
属
）
 
と
し
て
二
年
間
の
修
習
を
了
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
さ
れ
、
於
 
 

保
不
二
雄
教
授
の
も
と
で
民
法
の
研
究
を
志
し
、
博
士
課
程
進
学
時
に
ロ
ー
マ
法
に
転
専
攻
、
柴
田
光
蔵
教
授
の
指
導
を
お
受
け
に
な
っ
た
。
 
 

一
九
七
三
年
に
東
北
大
学
教
養
部
専
任
講
師
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
同
助
教
授
を
経
て
、
一
九
八
二
年
四
月
九
州
大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
着
 
 

任
、
法
学
研
究
院
教
授
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
、
学
部
お
よ
び
大
学
院
に
お
い
て
、
主
と
し
て
ロ
ー
マ
私
法
の
教
育
・
 
 

研
究
指
導
に
当
た
ら
れ
る
傍
ら
、
学
内
に
お
い
て
は
、
評
議
員
、
学
生
部
長
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
さ
れ
、
学
外
に
お
い
て
は
、
九
 
 

州
法
学
会
理
事
（
事
務
局
長
）
、
法
制
史
学
会
理
事
、
あ
る
い
は
国
立
大
学
協
会
第
五
常
置
委
員
会
委
員
、
下
級
裁
判
所
裁
判
官
指
名
諮
問
 
 

委
貞
会
地
域
委
員
会
 
（
福
岡
）
 
委
員
な
ど
を
お
勤
め
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
お
い
て
、
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
奨
学
生
と
し
て
、
デ
ィ
一
夕
ー
・
ネ
ル
教
授
の
も
と
で
ロ
ー
マ
法
研
究
 
 

に
従
事
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
一
方
で
は
、
各
国
の
ロ
ー
マ
法
研
究
者
と
の
交
流
を
深
め
、
福
岡
に
お
け
る
二
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
 
 

ウ
ム
の
開
催
へ
と
結
実
さ
れ
 

ご
尽
力
さ
れ
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
賞
（
一
九
九
三
年
）
を
受
賞
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
長
 
 

年
に
亘
っ
て
、
古
代
法
史
協
会
国
際
会
議
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
研
究
成
果
を
逐
次
ご
報
告
に
な
る
な
ど
、
ご
活
躍
は
内
外
の
知
る
所
で
あ
る
。
 
 
 

西
村
重
雄
先
生
の
還
暦
に
あ
た
り
、
お
祝
い
と
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
こ
こ
に
本
号
を
献
じ
、
こ
れ
か
ら
も
心
身
一
層
健
や
か
に
、
ロ
ー
 
 

マ
私
法
研
究
進
展
の
た
め
、
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
 
 
 

九
州
大
学
教
授
 
 

西
 
村
 
重
 
雄
 
先
生
 
 



分
担
執
筆
 
 
 

『
内
な
る
国
際
化
』
初
瀬
龍
平
編
 
 
 

担
当
「
米
国
に
と
っ
て
の
日
米
安
保
」
 
 
 

『
国
際
年
報
』
二
二
巻
（
一
九
八
一
－
八
二
年
）
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
 
 
 

担
当
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
内
政
」
 
 
 

『
ア
メ
リ
カ
政
治
経
済
の
争
点
』
泉
昌
一
、
中
野
博
明
、
山
本
武
彦
編
 
 

編
著
 
 
 

『
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
秩
序
と
安
全
保
障
』
菅
英
輝
、
G
・
フ
ッ
ク
、
S
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
編
著
 
 
 

担
当
「
日
本
の
役
割
に
関
す
る
米
国
の
見
解
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
主
義
」
 
 
 

『
国
際
政
治
』
一
二
六
号
（
冷
戦
の
終
焉
と
一
九
六
〇
年
代
性
）
 
 
 

『
朝
鮮
半
島
危
機
か
ら
平
和
構
築
へ
』
 
 

著
書
 
 
 

『
米
ソ
冷
戦
と
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
』
 
 
 

『
ア
メ
リ
カ
2
0
世
紀
史
』
秋
元
英
一
、
菅
英
輝
共
著
 
 

菅
 
英
輝
教
授
 
著
作
目
録
 
 

日
本
国
際
問
題
研
究
所
 
 

一
九
八
八
年
 
 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
 
 

東
京
大
学
出
版
会
 
 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
 
 

一
九
九
九
年
 
 

有
斐
閣
書
房
 
 

社
会
評
論
社
 
 

三
嶺
書
房
 
 

一
九
八
五
年
 
 

有
斐
閣
 
 

一
九
八
八
年
 
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

二
〇
〇
四
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

1  



担
当
「
「
脆
弱
な
国
家
」
と
日
米
安
保
体
制
－
ポ
ス
ト
冷
戦
下
の
地
域
紛
争
と
安
全
保
障
」
 
 

K
n
O
W
－
e
d
g
e
f
O
r
S
u
s
t
a
i
ロ
a
b
－
e
D
e
完
－
O
p
m
2
n
－
‥
A
n
I
ロ
S
i
g
h
t
i
n
t
O
t
h
e
E
n
c
y
c
－
O
p
e
d
i
a
O
f
 
 
 

L
i
f
e
S
u
p
p
O
r
t
S
y
s
t
e
m
s
（
∽
く
○
－
s
．
）
く
○
〓
「
サ
S
O
C
i
a
－
S
c
i
2
n
C
e
S
a
n
d
H
u
m
a
ロ
i
t
i
e
s
－
≡
○
 
 

G
O
く
e
r
n
m
e
n
t
 
a
n
d
 
P
O
－
i
t
i
c
s
 
 

。
A
c
t
O
r
S
i
n
W
O
ユ
d
 
P
O
－
i
t
i
c
s
｝
、
 
 

n
－
e
ロ
ロ
D
．
H
0
0
k
a
ロ
d
H
u
g
O
D
O
b
s
O
n
（
e
d
s
．
）
｝
A
n
g
－
？
J
a
p
a
n
e
s
e
R
2
－
a
t
i
O
n
S
i
n
t
F
e
C
O
n
t
e
m
p
O
r
a
r
y
 
 

担
当
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
軍
産
複
合
体
の
肥
大
化
」
 
 

『
国
際
年
報
』
二
三
巻
 
（
一
九
八
三
－
八
四
年
）
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
 
 
 

担
当
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
内
政
」
 
 

『
環
黄
海
経
済
圏
』
渡
辺
利
夫
、
西
村
明
編
 
 

『
東
ア
ジ
ア
と
冷
戦
』
山
極
晃
編
 
 
 

担
当
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
朝
鮮
戦
争
」
 
 

『
国
際
関
係
論
と
は
何
か
』
高
田
和
夫
編
 
 
 

担
当
「
ポ
ス
ト
冷
戦
の
安
全
保
障
1
国
家
中
心
か
ら
人
間
中
心
の
安
全
保
障
へ
」
 
 

『
憎
悪
か
ら
和
解
へ
 
地
域
紛
争
を
考
え
る
』
峯
陽
一
、
畑
中
幸
子
編
 
 

担
当
 
第
一
章
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
」
、
第
四
章
「
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
環
黄
海
地
域
経
済
協
力
」
 
 

W
O
ユ
d
 
 

E
O
L
S
S
（
E
n
c
y
c
－
O
p
e
d
i
a
O
f
L
i
f
e
S
u
p
p
O
r
t
S
y
s
t
e
m
s
）
 
二
〇
〇
二
年
 
 

一
九
九
〇
年
 
 

日
本
国
際
問
題
研
究
所
 
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
 
 

一
九
九
一
年
 
 

九
州
大
学
出
版
会
 
 

一
九
九
八
年
 
 

法
律
文
化
社
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 
 

R
O
u
t
－
e
g
e
 
 

三
嶺
書
房
 
 

一
九
九
四
年
 
 

2
 
 



論
文
 
 

。
T
h
e
M
u
k
d
e
n
－
n
c
i
d
e
n
t
‥
A
S
t
u
d
y
O
f
t
h
e
－
ロ
t
e
r
n
a
－
D
e
c
i
s
i
O
n
・
M
a
k
i
n
明
P
r
O
C
e
S
S
。
（
修
士
論
文
）
 
 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
提
出
 
 一
九
七
一
年
 
 

へ
↓
h
e
A
・
b
O
m
b
こ
h
e
S
O
≦
．
e
t
E
n
t
r
y
も
n
d
J
a
p
a
n
〉
s
S
u
r
r
e
n
d
e
r
。
 
 

（
北
九
州
大
学
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
）
 
 

。
T
h
e
A
m
2
r
i
c
a
n
L
O
a
n
t
O
R
u
s
s
i
a
」
澄
－
・
莞
「
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
二
四
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
外
交
と
「
左
翼
修
正
主
義
研
究
」
（
1
）
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
二
五
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
外
交
と
「
左
翼
修
正
主
義
研
究
」
（
2
）
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
二
六
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
孤
立
主
義
－
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
心
理
的
基
盤
－
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
二
七
号
）
 
 

こ
A
N
O
t
e
O
n
t
F
2
C
a
u
s
e
s
O
f
t
h
e
S
O
ま
e
－
・
Y
u
g
O
S
－
a
く
D
i
s
p
u
t
e
O
＝
芝
∞
こ
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
二
八
号
）
 
 

。
U
S
J
a
p
a
n
 
R
e
】
a
t
i
O
n
S
 
i
n
 
t
h
e
 
P
O
S
t
W
a
r
 
Y
e
a
r
s
‥
T
F
e
d
i
－
e
m
m
a
 
a
n
d
 
p
r
O
b
－
e
m
s
 
O
f
 
p
O
S
t
W
a
r
 
 
 

J
a
p
a
n
e
s
e
d
i
p
－
O
m
a
C
y
a
ロ
d
i
t
s
i
m
p
－
i
c
a
t
i
O
n
S
f
O
r
t
h
e
E
a
s
t
A
s
i
a
n
〇
r
d
e
r
。
 
 

L
－
O
y
d
C
・
G
a
r
d
ロ
e
r
a
ロ
d
T
2
d
G
i
t
t
i
n
g
e
r
J
e
d
s
．
）
－
≦
e
t
n
a
m
‥
T
h
e
S
e
a
r
c
h
f
O
r
P
e
a
c
e
こ
変
革
－
宗
∞
 
 

二
〇
〇
四
年
 
 

T
e
舛
a
S
A
紆
M
U
n
i
完
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
 
 

。
T
h
e
J
a
p
a
n
e
s
e
G
O
完
r
n
m
e
n
t
）
s
P
e
a
c
e
E
f
f
O
r
t
i
n
t
h
e
≦
e
t
ロ
a
m
W
a
r
こ
忌
中
－
芸
∞
。
 
 

一
九
七
六
年
 
 

一
九
七
五
年
 
 
 

一
九
六
七
年
 
 

一
九
七
三
年
 
 

一
九
七
四
年
 
 

一
九
七
五
年
 
 

3
 
 
 



。
T
b
e
P
r
O
C
e
S
S
O
f
D
i
s
s
e
n
t
A
g
g
r
e
g
a
t
i
O
n
d
u
r
i
n
g
t
h
e
P
O
－
i
s
h
O
c
t
O
b
e
r
D
a
y
s
O
f
－
誤
讐
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
三
〇
号
）
 
 

「
サ
ル
ト
ン
ス
ト
ー
ル
家
と
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
三
〇
号
）
 
 

「
革
新
主
義
と
帝
国
主
義
1
ル
ク
テ
ン
パ
ー
グ
説
の
再
検
討
1
」
 
 （
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
三
八
号
）
 
 

「
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
ウ
イ
リ
ア
ム
・
C
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
一
九
三
〇
－
三
二
年
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
四
〇
号
）
 
 

「
ジ
ョ
ー
ジ
F
・
ケ
ナ
ン
と
「
封
じ
込
め
」
構
想
」
 
（
北
九
州
大
学
法
政
論
集
第
八
巻
第
二
号
）
 
 

へ
↓
h
e
O
r
i
g
i
n
s
O
f
t
h
e
C
O
－
d
W
a
r
‥
A
C
r
i
t
i
q
u
e
O
f
M
i
c
h
a
e
－
L
e
i
g
h
｝
s
A
r
t
i
c
－
e
。
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
四
二
号
）
 
 

「
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
対
中
国
政
策
一
九
四
五
1
四
八
年
」
 
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
四
六
号
）
 
 

「
福
岡
県
か
ら
の
ハ
ワ
イ
、
北
米
向
移
民
の
社
会
・
経
済
史
的
考
察
」
 
 

（
北
九
州
大
学
産
業
社
会
研
究
所
紀
要
二
四
号
）
 
 

「
一
九
四
六
年
雇
肝
法
と
戦
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
経
済
体
制
の
位
相
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
四
九
号
）
 
 

「
一
九
四
七
年
国
家
安
全
保
障
法
の
成
立
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
ト
の
形
成
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
五
二
号
）
 
 

「
戦
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
ト
の
形
成
一
九
四
五
－
五
〇
年
」
 
 

（
北
九
州
大
学
産
業
社
会
研
究
所
紀
要
第
二
七
号
）
 
 

一
九
七
六
年
 
 

一
九
七
六
年
 
 

一
九
七
九
年
 
 

一
九
八
〇
年
 
 

一
九
七
九
年
 
 

一
九
八
〇
年
 
 

一
九
八
二
年
 
 

一
九
八
二
年
 
 

一
九
八
四
年
 
 

一
九
八
三
年
 
 
 

一
九
八
五
年
 
 
 

4  



。
T
h
e
S
i
g
n
i
f
i
c
a
n
c
e
O
f
t
h
e
U
加
J
a
p
a
n
S
e
c
u
r
i
t
y
S
y
s
t
e
m
t
O
t
h
e
U
n
i
t
e
d
S
t
a
t
e
s
。
 
 

（
P
e
a
c
e
a
n
d
C
h
a
n
g
e
‥
A
l
O
u
r
ロ
a
－
O
f
P
e
a
c
e
R
e
s
e
a
r
早
く
．
N
〇
．
〕
＼
e
 
 

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
科
学
技
術
開
発
と
「
軍
・
産
・
官
・
学
」
複
合
体
」
 
 

（
国
際
政
治
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
）
第
八
三
号
）
 
 

「
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
「
軍
産
複
合
体
」
の
肥
大
化
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
二
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
構
想
と
日
本
再
軍
備
問
題
、
一
九
四
五
－
五
一
年
（
1
）
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
二
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
構
想
と
日
本
再
軍
備
問
題
、
一
九
四
五
1
五
一
年
（
2
）
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
三
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
構
想
と
日
本
再
軍
備
問
題
、
一
九
四
五
－
五
一
年
（
3
）
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
四
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
秩
序
構
想
と
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
一
九
四
五
－
五
〇
年
」
 
（
国
際
政
治
八
九
号
）
 
 

へ
↓
h
e
H
d
e
a
O
f
へ
P
－
a
n
n
i
n
g
J
T
h
e
C
O
ロ
t
i
n
u
i
n
g
T
h
e
m
e
f
r
O
m
t
h
e
N
e
w
D
e
a
〓
O
t
h
e
N
e
w
F
r
O
ロ
t
i
e
r
。
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
五
号
）
 
 

「
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
1
）
」
 
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
五
号
）
 
 

「
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
内
政
問
題
一
九
八
三
－
八
四
年
」
（
北
九
州
大
学
産
業
社
会
研
究
所
紀
要
第
三
〇
号
）
 
 

へ
↓
h
e
R
e
a
g
a
n
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
O
n
a
n
d
t
h
e
E
眉
a
n
S
i
O
n
O
f
－
h
e
M
i
－
i
－
a
r
y
⊥
ロ
d
u
s
t
r
i
a
－
C
O
m
p
－
e
㌔
 
 

（
T
h
e
J
O
u
r
n
a
－
O
f
A
m
e
r
i
c
a
n
a
n
d
C
a
n
a
d
i
a
n
S
t
u
d
i
e
s
〉
N
O
∴
こ
 
 

入
出
u
s
i
n
e
s
s
m
e
n
a
．
ロ
d
t
h
e
N
e
w
D
e
a
－
。
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
六
号
）
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
八
六
年
 
 

一
九
八
七
年
 
 

一
九
八
七
年
 
 

5
 
 
 



「
ポ
ス
ト
・
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
冷
戦
論
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
七
号
）
 
 

「
朝
鮮
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
八
号
）
 
 

「
ト
ル
ー
マ
ン
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
性
格
と
米
ソ
冷
戦
の
国
内
的
基
盤
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
九
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
政
策
一
九
四
五
－
四
八
年
」
（
北
九
州
大
学
産
業
社
会
研
究
所
第
三
二
号
）
 
 

「
「
日
本
見
直
し
」
論
の
台
頭
と
日
米
関
係
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
七
二
号
）
 
 

「
湾
岸
戦
争
後
の
米
国
の
軍
事
戦
略
」
 
（
九
州
の
平
和
研
究
第
二
集
）
 
 

「
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
環
黄
海
地
域
経
済
協
力
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
七
七
号
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
戦
後
の
国
際
紛
争
」
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
七
八
号
）
 
 

「
八
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
外
交
と
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
課
題
」
 
 

（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
七
九
号
）
 
 

「
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
ア
ジ
ア
政
策
の
展
開
」
 
（
国
際
間
題
四
〇
七
号
）
 
 

。
T
h
e
C
－
i
n
t
O
n
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
O
ロ
〉
s
P
O
－
i
c
i
e
s
i
n
t
h
e
A
s
i
a
・
P
a
c
i
f
i
c
R
e
g
i
O
n
。
 
 

（
T
h
e
J
O
u
r
ロ
a
－
O
f
A
m
e
r
i
c
a
n
a
n
d
C
a
n
a
d
i
a
n
S
t
u
d
i
e
s
）
N
O
」
－
）
 
 

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
」
 
（
国
際
政
治
一
〇
七
号
）
 
 

「
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
安
全
保
障
政
策
」
 
 

（
九
州
の
平
和
研
究
第
三
、
四
集
合
併
号
）
 
 

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
米
ソ
中
三
角
関
係
一
九
六
八
～
六
九
年
」
（
西
洋
史
学
論
集
第
三
二
号
）
 
 

「
冷
戦
史
研
究
と
ポ
ス
ト
冷
戦
」
（
大
阪
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
学
論
叢
第
五
号
）
 
 

一
九
九
〇
年
 
 

一
九
九
一
年
 
 

一
九
九
一
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
九
〇
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
四
年
 
 

一
九
九
四
年
 
 

一
九
九
四
年
 
 

一
九
九
四
年
 
 

一
九
九
四
年
 
 

一
九
九
五
年
 
 

6   



「
ポ
ス
ト
冷
戦
と
米
国
の
国
連
政
策
」
 
（
海
外
事
情
四
三
－
四
号
）
 
 

「
原
爆
投
下
決
定
を
め
ぐ
る
論
争
」
 
（
海
外
事
情
四
四
－
四
号
）
 
 

。
T
h
e
 
C
－
i
n
t
O
n
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
O
n
 
a
n
d
 
R
e
g
i
O
n
a
】
i
s
m
・
S
e
c
u
r
i
t
y
 
L
i
n
k
a
g
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
A
s
i
a
・
P
a
c
i
f
i
c
 
 
 

R
e
g
i
O
n
。
（
比
較
社
会
文
化
三
号
）
 
 

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
日
米
安
保
体
制
」
 
（
国
際
政
治
一
一
五
号
）
 
 

h
h
U
．
S
．
G
O
詔
r
n
m
e
n
t
、
s
P
e
r
c
e
p
t
i
O
ロ
O
f
J
a
p
a
n
〉
s
R
O
－
e
a
n
d
R
e
g
i
O
n
a
－
i
s
m
i
n
t
h
e
A
s
i
a
七
a
c
i
f
i
c
。
 
 

（
総
合
研
究
所
報
（
福
岡
大
学
）
二
〇
四
号
）
 
 

「
米
国
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
現
状
と
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」
論
」
 
（
ア
メ
リ
カ
研
究
第
三
三
号
）
 
 

。
U
・
S
・
J
a
p
a
n
R
e
－
a
t
i
O
n
S
i
ロ
t
F
e
－
芸
O
s
a
n
d
U
．
S
．
P
O
－
i
c
y
t
O
W
a
r
d
t
h
e
E
m
e
r
g
i
n
g
R
e
g
i
O
n
a
－
i
s
m
i
n
 
 
 

A
s
i
a
∴
N
a
t
i
O
n
a
－
i
s
m
、
R
e
g
i
O
n
a
－
i
肝
m
a
n
d
C
O
〓
e
c
t
i
完
S
e
c
u
r
i
t
y
。
 
 

（
法
政
研
究
七
〇
u
r
ロ
a
－
O
f
L
a
w
a
n
d
P
O
－
i
t
i
c
s
）
＜
○
－
．
票
〉
N
〇
．
N
）
 
 

h
J
L
b
e
r
a
－
N
a
t
i
O
n
a
－
i
s
m
－
S
t
a
t
e
 
S
O
完
r
e
i
g
n
t
y
｝
a
n
d
 
t
h
e
 
P
r
O
b
－
e
m
s
 
O
f
 
C
O
n
S
t
r
u
C
t
i
ロ
g
 
L
i
b
e
r
a
－
 
 
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
ロ
a
－
R
e
－
a
t
i
O
n
S
。
 

ロ
a
r
i
n
N
茎
－
」
u
－
y
N
？
J
u
－
y
N
∞
〉
N
≡
－
）
 
 

（
T
h
e
C
e
n
t
e
r
f
O
r
A
m
e
r
i
c
a
n
S
t
u
d
i
e
s
R
i
t
s
u
m
e
i
k
a
n
U
n
i
完
r
S
i
t
y
－
M
a
r
c
h
－
∽
｝
N
0
0
N
）
 
 

。
T
h
e
D
i
－
e
m
m
a
a
ロ
d
P
r
O
b
－
e
m
s
O
f
P
O
S
t
W
a
r
J
a
p
a
n
e
s
e
D
i
p
－
O
m
a
C
y
a
n
d
H
t
s
I
m
p
－
i
c
a
t
i
O
n
S
f
O
r
t
h
e
 
 
 

A
s
i
a
も
a
c
i
f
i
c
O
r
d
e
r
、
二
A
n
g
－
？
l
a
p
a
n
e
s
e
A
c
a
d
m
m
y
P
r
O
C
e
e
d
i
n
g
s
J
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
C
e
n
t
e
r
f
O
r
 
 
 

C
O
m
p
a
r
a
t
i
完
L
a
w
a
n
d
P
O
－
i
t
i
c
s
〉
G
r
a
d
u
a
t
e
S
c
h
0
0
－
O
f
L
a
w
a
n
d
P
O
－
i
t
i
c
s
〉
T
h
e
U
n
i
完
r
S
i
t
y
O
f
 
 
 

T
O
k
y
O
J
C
C
L
P
P
u
b
－
i
c
a
t
i
O
n
S
N
〇
．
3
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

一
九
九
九
年
 
 

一
九
九
八
年
 
 

一
九
九
九
年
 
 
 

一
九
九
七
年
 
 

一
九
九
七
年
 
 

一
九
九
五
年
 
 

一
九
九
六
年
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科
研
層
等
助
成
金
に
基
づ
く
研
究
及
び
そ
の
成
果
 
 
 

「
2
1
世
紀
に
お
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
博
と
日
米
安
保
体
制
の
総
合
的
研
究
」
 
 

（
平
成
十
二
年
度
－
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
A
）
（
1
）
研
究
成
果
報
告
書
）
 
 
 

「
南
北
頂
上
会
儲
以
降
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
共
存
の
可
能
性
－
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
に
 
 
 

と
っ
て
の
含
意
－
」
 
（
平
成
十
四
年
度
韓
国
国
際
交
流
財
団
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書
）
 
 

そ
の
他
 
 
 

「
通
商
と
防
衛
」
（
ア
メ
リ
カ
と
日
本
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
臨
時
増
刊
号
）
）
 
 
 

「
H
．
S
．
ト
ル
ー
マ
ン
、
D
．
D
．
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
」
 
 

（
歴
史
読
本
ワ
ー
ル
ド
 
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
）
 
1
1
号
）
 
 

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
日
本
政
府
の
和
平
努
力
と
日
米
関
係
、
一
九
六
五
－
六
八
年
」
 
 

（
国
際
政
治
二
二
〇
号
）
 
 

「
冷
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
と
九
・
⊥
．
一
テ
ロ
後
の
世
界
秩
序
の
行
方
」
六
法
政
研
究
第
六
九
巻
第
三
号
）
 
 

「
冷
戦
と
日
米
安
保
体
制
－
安
保
改
定
交
渉
か
ら
沖
縄
返
還
交
渉
ま
で
」
 
（
比
較
社
会
文
化
第
九
巻
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
帝
国
論
の
現
状
と
世
界
秩
序
の
行
方
」
（
平
和
研
究
第
二
八
号
 
世
界
政
府
の
展
望
）
 
 

「
ア
メ
リ
カ
帝
国
論
の
現
状
と
九
・
二
以
後
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
外
交
」
 
（
長
崎
平
和
研
究
 
N
〇
．
－
e
 
 

『
日
本
外
交
史
辞
典
（
新
版
）
』
 
 

一
九
九
三
年
 
 
 

山
川
出
版
社
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
八
五
年
 
 

8
 
 



（
座
談
会
）
 
 
 

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
旧
安
保
条
約
の
日
米
交
渉
記
録
公
開
」
（
朝
日
新
聞
）
 
 

執
筆
項
目
（
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ニ
ク
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
ド
、
レ
ー
ガ
ン
な
ど
）
 
 

「
脱
植
民
地
化
過
程
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
対
応
」
 
 

（
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
会
 
D
i
s
c
u
s
s
i
O
n
P
a
p
e
r
 
第
2
号
）
 
 

「
ト
ル
ー
マ
ン
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」
を
決
定
し
た
〝
ミ
ズ
ー
リ
の
強
情
っ
ば
り
〟
」
 
 

（
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
6
1
 
（
朝
鮮
戦
争
・
下
）
）
 
 

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
」
（
法
律
時
報
一
九
九
九
年
一
月
号
）
 
 

「
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
ア
ジ
ア
戦
略
と
日
米
中
関
係
」
 
 

（
第
2
回
日
中
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
2
1
世
紀
へ
の
政
治
学
・
国
際
政
治
学
」
）
 
 

『
角
川
世
界
史
辞
典
』
西
川
正
雄
他
編
 
 
 

執
筆
項
目
「
第
7
艦
隊
」
「
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
」
「
人
権
外
交
」
「
ア
チ
ソ
ン
」
「
中
国
白
書
」
「
グ
レ
ス
」
 
 
 

「
大
量
報
復
戦
略
」
「
巻
き
返
し
政
策
」
「
ケ
ナ
ン
」
「
マ
ー
シ
ャ
ル
」
「
進
歩
の
為
の
同
盟
」
「
ニ
ュ
ー
フ
ロ
 
 
 

ン
テ
ィ
ア
政
策
」
「
平
和
部
隊
」
な
ど
。
 
 

巻
頭
コ
ラ
ム
「
数
多
く
の
九
月
二
日
」
（
ア
メ
リ
カ
学
会
会
報
N
〇
．
－
怠
）
 
 

「
中
東
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
主
義
」
 
 

（
近
代
ア
メ
リ
カ
戦
争
史
研
究
会
編
『
ヤ
ン
キ
ー
・
ラ
ブ
ズ
・
ウ
ォ
ー
』
）
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

一
九
九
九
年
 
 

一
九
九
九
年
 
 

一
九
九
九
年
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（
翻
訳
）
 
 
 

ア
ー
サ
ー
・
S
・
リ
ン
ク
『
地
球
時
代
の
先
駆
者
－
外
交
家
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』
 
 
 

菅
英
輝
（
松
延
慶
二
共
著
（
本
人
担
当
 
第
一
章
～
第
五
章
全
章
及
び
解
説
）
 
 
 

L
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
／
A
・
ハ
レ
ル
 
『
地
域
主
義
と
国
際
秩
序
』
 
 
 

菅
英
輝
、
栗
栖
薫
子
監
訳
（
本
人
担
当
 
第
一
章
、
第
九
章
、
第
十
≡
早
）
 
 

（
書
評
）
 
 
 

A
t
h
a
ロ
T
h
e
O
h
a
r
i
s
㍍
e
e
d
s
O
f
R
e
p
r
e
s
s
i
O
ロ
‥
H
a
r
r
y
S
．
T
r
u
m
a
n
眉
d
t
h
e
O
r
i
g
i
n
s
O
f
M
c
C
a
r
t
F
y
i
s
m
）
 
 

N
e
w
Y
O
r
k
‥
Q
u
a
d
r
a
旦
e
B
。
。
k
s
」
ヨ
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
四
一
号
）
 
 
 

T
h
O
m
a
S
G
．
P
a
t
e
r
s
O
n
〉
O
n
E
完
r
y
F
r
O
n
t
‥
T
h
e
M
a
k
i
腋
O
f
t
F
e
C
O
－
d
W
a
r
〉
N
e
w
Y
O
r
k
‥
W
・
W
・
 
 
 

N
O
r
t
O
n
二
軍
遥
（
国
際
政
治
第
七
〇
号
）
 
 

「
講
和
・
安
保
条
約
か
ら
五
十
年
 
吉
田
外
交
を
見
直
す
 
新
資
料
が
明
か
す
日
米
交
渉
の
舞
台
裏
」
 
 

（
論
座
二
〇
〇
二
年
一
月
号
）
 
 

「
6
0
年
日
米
安
保
条
約
改
定
交
渉
の
外
務
省
文
書
開
示
」
 
（
朝
日
新
聞
）
 
 

「
新
資
料
が
明
か
す
六
〇
年
安
保
交
渉
「
安
定
」
の
裏
に
「
依
存
心
」
生
ん
だ
岸
・
安
保
外
交
」
 
 

（
論
座
二
〇
〇
二
年
九
月
号
）
 
 

一
九
九
九
年
 
 

九
州
大
学
出
版
会
 
 

一
九
七
九
年
 
 

玉
川
大
学
出
版
局
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

二
〇
〇
二
年
 
 

一
九
七
九
年
 
 

一
九
八
二
年
 
 
 



J
O
h
n
r
G
a
d
d
i
s
｝
T
F
e
L
O
ロ
g
P
e
a
c
e
‥
I
n
q
u
i
r
y
i
n
t
O
t
h
e
H
i
s
t
O
r
y
O
f
t
h
e
C
O
－
d
W
a
r
．
〇
已
O
r
d
‥
○
已
O
r
d
 
 
 

U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
」
垂
笥
（
北
九
州
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
六
八
号
）
 
 

S
t
e
完
C
F
a
n
）
E
a
s
t
A
s
i
a
n
D
y
n
a
m
i
s
m
‥
G
r
O
W
声
O
r
d
e
r
も
n
d
S
e
c
u
r
i
t
y
i
n
t
h
e
P
a
c
i
f
i
c
R
e
g
i
O
ロ
、
 
 
 

B
O
u
－
d
e
r
‥
W
e
s
t
ま
e
w
P
r
e
s
s
」
岩
○
 
（
ア
ジ
ア
経
済
三
三
巻
九
号
）
 
 

井
尻
秀
憲
『
現
代
ア
メ
リ
カ
知
識
人
と
中
国
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
年
（
国
際
間
題
三
九
一
号
）
 
 

和
田
春
樹
『
朝
鮮
戦
争
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
（
ロ
シ
ア
史
研
究
）
 
 

村
山
祐
三
『
ア
メ
リ
カ
の
経
済
安
全
保
障
戦
略
』
P
H
P
研
究
所
、
一
九
九
六
年
 
 

（
大
阪
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
論
叢
第
七
号
）
 
 

松
田
武
『
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
日
米
関
係
』
東
京
創
元
社
、
一
九
九
七
年
 
 

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
論
叢
書
第
九
号
）
 
 

五
十
嵐
武
士
『
日
米
関
係
と
東
ア
ジ
ア
』
東
大
出
版
会
、
一
九
九
九
年
 
 

（
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
第
5
号
）
 
 

馬
暁
華
『
幻
の
新
秩
序
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
－
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
米
中
同
盟
の
乳
轢
－
』
彩
流
社
、
 
 

二
〇
〇
〇
年
（
歴
史
学
研
究
第
七
五
二
号
）
 
 

富
里
政
玄
『
日
米
関
係
と
沖
縄
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
（
平
和
研
究
第
二
六
号
）
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

一
九
九
七
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

一
九
九
六
年
 
 

一
九
九
〇
年
 
 



（
新
刊
紹
介
）
 
 
 

大
塚
久
雄
『
社
会
科
学
に
お
け
る
人
間
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
七
年
 
 

（
「
光
苦
」
北
九
州
大
学
教
職
員
総
会
書
評
誌
委
員
会
）
 
 
 

石
井
修
『
国
際
政
治
と
し
て
の
2
0
世
紀
』
有
信
堂
 
（
ア
メ
リ
カ
学
会
会
報
N
〇
．
－
〕
望
 
 

一
九
七
九
年
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 
 



論
文
 
 
 

「
ウ
ラ
サ
ク
の
ー
i
t
i
s
c
。
n
t
e
S
t
a
t
i
。
論
（
一
）
（
二
）
（
三
）
完
」
（
民
商
法
雑
誌
六
六
巻
三
、
四
、
五
号
）
 
 
 

「
ロ
ー
マ
初
期
の
民
事
裁
判
（
こ
」
 
（
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
二
三
号
）
 
 
 

「
ロ
ー
マ
に
お
け
る
c
e
ロ
t
u
m
u
i
r
i
に
つ
い
て
－
ロ
ー
マ
初
期
民
事
裁
判
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
」
 
 

（
服
藤
弘
司
・
小
山
貞
夫
編
『
法
と
権
力
の
史
的
考
察
1
世
良
教
授
還
暦
記
念
 
上
』
創
文
社
）
 
 
 

「
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
盗
訴
権
の
相
続
－
U
－
p
．
D
．
葦
－
」
素
描
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
一
巻
第
三
－
四
合
併
号
）
 
 

編
著
 
 
 

M
a
ロ
d
a
t
u
m
u
n
d
く
e
r
w
a
n
d
t
e
s
－
B
e
i
t
r
茸
e
z
u
m
r
α
m
i
s
c
h
e
n
u
ロ
d
m
O
d
e
r
n
e
n
R
e
c
ぎ
 
 

「
古
典
期
ロ
ー
マ
鎮
に
お
け
る
盗
不
当
利
得
訴
権
に
つ
い
て
ー
U
す
D
」
〕
」
、
∞
『
盗
人
は
常
に
遅
滞
を
な
す
 
 

一
九
八
六
年
 
 
 

も
の
と
見
ら
れ
る
』
－
」
 

（
望
月
礼
二
郎
‖
樋
口
陽
㌃
安
藤
次
男
編
 
広
中
俊
雄
教
授
還
暦
記
念
『
法
と
法
過
程
－
社
会
諸
科
学
か
ら
の
 
 
 

ア
プ
ロ
ー
チ
』
創
文
社
）
 
 
 

（
D
i
e
t
e
r
N
晋
r
‖
西
村
重
雄
共
編
）
S
p
r
i
n
g
e
r
・
く
e
ユ
a
g
｝
B
e
ユ
i
n
 
 

『
日
本
民
法
典
と
西
欧
法
伝
統
－
日
本
民
法
典
百
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
（
西
村
重
雄
‖
児
玉
寛
共
編
）
 
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

九
州
大
学
出
版
会
 
 

西
村
 
重
雄
教
授
 
著
作
目
銀
 
 

一
九
八
五
年
 
 

一
九
七
二
年
 
 

一
九
七
六
年
 
 

一
九
七
七
年
 
 

一
九
九
三
年
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「
表
見
所
有
者
に
よ
る
売
却
委
任
1
ロ
ー
マ
法
事
例
D
」
↓
こ
｝
怠
五
っ
い
て
－
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
八
巻
第
四
号
）
 
 

D
i
e
B
e
r
露
k
s
i
c
h
t
i
g
u
n
g
d
e
r
B
a
s
i
－
i
k
e
n
d
u
r
c
F
M
O
m
m
S
2
n
b
2
i
d
2
r
E
d
i
t
i
O
n
く
O
n
D
」
声
」
∴
≡
 
 
 

B
e
i
s
p
i
e
－
D
」
声
」
†
麗
（
M
a
r
c
e
〓
u
s
－
．
s
i
n
町
r
2
S
p
・
）
 
 

D
．
N
晋
r
‖
西
村
編
M
a
n
d
a
t
u
m
u
ロ
d
く
e
r
w
a
n
d
t
e
s
．
 
 

「
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
明
治
日
本
へ
の
助
言
お
よ
び
叙
勲
－
新
出
資
料
に
基
づ
く
再
検
討
」
 
 

（
法
政
研
究
第
六
一
巻
第
三
－
四
合
併
号
、
の
ち
『
法
と
政
治
－
二
一
世
紀
へ
の
胎
動
 
上
』
九
州
大
学
出
版
 
 
 

会
所
収
）
 
 

「
保
証
人
の
事
前
求
償
権
－
民
法
四
五
九
条
の
ロ
ー
マ
法
的
沿
革
－
」
 
 

（
太
田
知
行
‖
荒
川
重
勝
編
 
鈴
木
禄
禰
先
生
古
稀
記
念
『
民
事
法
学
の
新
展
開
』
有
斐
閣
）
 
 

l
F
e
r
i
n
g
s
く
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
p
O
－
i
t
i
s
c
h
e
R
a
t
s
c
h
－
霹
e
a
n
d
i
e
j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
R
e
g
i
2
r
u
n
g
u
ロ
d
d
i
e
 
 

一
九
八
七
年
 
 
 

「
大
学
に
お
け
る
要
件
事
実
教
育
の
実
際
と
そ
の
問
題
点
－
昭
和
三
二
、
十
二
、
二
七
最
民
判
を
素
材
と
し
 
 

て
」
 
 

（
司
法
研
修
所
論
集
一
九
八
七
－
一
（
七
九
号
［
創
立
四
〇
周
年
記
念
特
集
号
］
）
）
 
 

「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
ロ
ー
マ
法
源
卜
U
－
p
．
D
．
や
や
〕
｝
N
‥
未
成
年
者
の
相
続
承
認
と
相
続
債
権
の
取
立
－
」
 
 

（
原
島
重
義
編
『
近
代
私
法
学
の
形
成
と
現
代
法
理
論
』
九
州
大
学
出
版
会
）
 
 

「
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
二
五
歳
未
満
者
保
佐
人
の
弁
済
受
領
権
限
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
五
巻
第
二
－
四
合
併
号
）
 
 

「
ビ
ザ
ン
ツ
法
源
研
究
」
 
 

（
法
制
史
研
究
三
九
）
 
 

一
九
八
八
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
九
二
年
 
 

一
九
八
九
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
五
年
 
 

一
九
九
三
年
 
 

一
九
九
六
年
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邦
訳
 
 
 

「
学
説
彙
纂
第
四
八
巻
邦
訳
Ⅲ
㈱
」
柴
田
光
蔵
‖
西
村
重
雄
共
訳
 
 

（
法
学
論
華
八
七
巻
四
、
五
号
）
 
 
 

D
i
e
t
e
r
N
箸
r
「
サ
ヴ
イ
ニ
ー
の
『
生
き
た
直
観
（
】
e
b
e
n
d
i
g
e
A
n
s
c
h
a
u
u
n
g
）
』
」
 
 
 

青
井
秀
夫
‖
西
村
重
雄
共
訳
 
 

（
法
学
四
五
巻
六
号
）
 
 
 

D
i
e
t
e
r
M
e
d
i
c
u
s
「
契
約
締
結
上
の
過
失
論
の
成
立
・
展
開
と
そ
の
現
況
」
（
法
政
研
究
第
五
一
巻
第
二
号
）
 
 
 

M
i
c
h
a
e
－
H
a
u
s
s
n
e
r
「
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
－
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
法
学
部
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ズ
ー
ル
 
 

（
設
例
問
題
）
 
の
実
際
－
」
西
村
重
雄
‖
瀧
沢
栄
治
共
訳
 
 

（
法
政
研
究
第
五
一
巻
第
二
号
）
 
 
 

H
a
n
s
W
i
e
－
i
ロ
g
「
附
合
に
よ
る
休
止
所
有
権
に
つ
い
て
－
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
規
律
－
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
二
巻
第
二
号
）
 
 
 

「
バ
シ
リ
カ
法
典
第
五
一
巻
邦
訳
川
畑
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
二
巻
第
二
、
三
号
）
 
 
 

G
e
r
F
a
r
d
R
i
e
s
「
楔
形
文
字
諸
法
入
門
」
 
 

（
法
政
研
究
第
五
三
巻
第
二
号
）
 
 
 

G
i
u
－
i
a
n
O
C
r
i
f
ひ
「
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
ロ
ー
マ
法
的
伝
統
の
意
義
」
西
村
重
雄
＝
吉
原
達
也
共
訳
 
 

（
広
島
法
学
一
二
巻
二
号
）
 
 

く
e
ユ
e
i
h
u
n
叫
d
e
s
O
r
d
e
ロ
S
 
 

O
k
k
O
B
2
h
r
2
n
d
s
編
J
F
2
r
i
n
g
s
R
e
c
h
t
s
d
e
n
完
n
｝
く
a
ロ
d
e
n
h
O
e
C
k
紆
R
u
p
r
e
c
h
e
t
｝
G
（
誉
i
n
g
e
n
 
 

「
『
自
己
固
有
の
注
意
』
論
の
系
譜
－
民
法
六
五
九
条
等
の
ロ
ー
マ
法
的
沿
革
」
 
 

（
西
村
＝
児
玉
編
『
日
本
民
法
典
と
西
欧
法
伝
統
』
九
州
大
学
出
版
会
）
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

一
九
八
六
－
七
年
 
 

一
九
八
七
年
 
 

一
九
八
八
年
 
 
 

一
九
八
六
年
 
 

一
九
八
五
年
 
 

一
九
八
五
年
 
 

一
九
七
〇
年
 
 

一
九
七
二
年
 
 

15  



書
評
そ
の
他
 
 
 

（
民
商
法
雑
誌
七
五
巻
六
号
）
 
 
 

（
書
評
）
柴
田
光
蔵
『
法
学
ラ
テ
ン
語
綱
要
』
玄
文
社
 
 

（
書
評
）
石
本
雅
男
「
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
原
因
論
－
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
c
亡
－
p
a
－
e
≦
．
S
S
i
m
a
の
比
較
法
 
 
 

（
法
制
史
研
究
二
七
）
 
 
 

学
的
研
究
（
一
）
～
（
五
）
」
 
 

（
書
評
）
吉
原
達
也
「
永
久
告
示
録
の
再
構
成
に
つ
い
て
－
訴
訟
告
示
と
訴
訟
方
式
－
」
 
 
（
法
制
史
研
究
三
〇
）
 
 

一
九
八
九
年
 
 
 

D
O
m
e
n
i
c
O
M
a
f
f
e
i
「
中
世
ロ
ー
マ
法
学
者
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
お
よ
び
教
会
－
チ
ヌ
ス
・
ダ
・
ビ
ス
ト
イ
ア
 
 

の
『
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
メ
ス
大
帝
寄
進
状
』
 
に
対
す
る
見
解
－
」
 
 

｛
法
政
研
究
第
五
六
巻
第
二
号
）
 
 

M
．
T
．
C
i
c
e
r
O
「
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
カ
エ
キ
リ
ウ
ス
を
駁
す
る
予
選
演
説
」
 
 

（
大
西
英
文
引
谷
栄
一
郎
川
西
村
重
雄
訳
『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
四
巻
、
ウ
ェ
ッ
レ
ー
ス
弾
劾
Ⅰ
』
岩
波
書
店
）
 
 

R
e
u
諾
n
Y
a
r
O
n
「
ロ
ー
マ
諾
成
売
買
契
約
論
－
特
に
買
主
危
険
負
担
原
則
に
つ
い
て
」
 
 

（
法
政
研
究
第
七
〇
巻
第
二
号
）
 
 

カ
ウ
サ
 
 

E
r
i
c
P
0
0
－
「
時
効
取
得
要
件
に
お
け
る
『
原
因
』
の
意
義
・
⊥
出
典
期
ロ
ー
マ
法
研
究
」
 
 

（
法
政
研
究
第
七
〇
巻
第
三
号
）
 
 

人
の
論
争
」
 
 

「
タ
ン
ケ
ル
文
庫
に
つ
い
て
」
 
 

一
九
八
三
年
 
 

（
書
評
）
芹
沢
悟
「
ロ
ー
マ
法
学
の
方
法
に
つ
い
て
－
い
わ
ゆ
る
p
r
O
C
u
r
a
t
O
r
亡
n
i
u
s
r
e
i
を
め
ぐ
る
ロ
ー
マ
 
 

（
法
制
史
研
究
三
三
）
 
 

（
図
書
館
情
報
一
九
巻
四
号
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
）
 
 

二
〇
〇
一
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

一
九
八
〇
年
 
 

一
九
七
七
年
 
 

一
九
七
七
年
 
 

一
九
八
三
年
 
 
 



時
効
」
 
 

「
大
学
生
と
交
通
事
故
問
題
」
 
 

「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
『
正
当
価
格
』
」
 
 

「
学
説
彙
纂
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
写
本
の
謎
」
 
 

（
項
目
執
筆
）
 
「
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
」
「
《
永
久
告
示
録
》
」
「
ガ
ー
イ
ウ
ス
」
「
学
説
彙
纂
」
「
家
父
長
制
」
 
 
 

「
裁
判
（
ロ
ー
マ
時
代
）
」
「
十
二
表
法
」
「
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
」
「
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
」
「
パ
ウ
ル
ス
」
 
 
 

「
バ
シ
リ
カ
法
典
」
「
バ
ー
ビ
ニ
ア
ー
メ
ス
」
「
万
民
法
」
「
法
学
提
要
」
「
ボ
ン
フ
ァ
ン
テ
」
 
 

「
ユ
リ
ア
メ
ス
」
「
ラ
ベ
オ
」
「
ロ
ー
マ
法
」
「
ロ
ー
マ
法
大
全
」
 
 

（
『
大
百
科
辞
典
』
平
凡
社
）
 
 

（
書
評
）
西
村
隆
誉
志
「
古
典
期
ロ
ー
・
マ
の
法
思
想
－
ア
ク
ィ
ー
リ
ウ
ス
法
解
釈
の
展
開
を
素
材
と
し
て
ー
」
 
 

（
法
制
史
研
究
三
四
）
 
 

（
書
評
）
吉
野
悟
「
ド
イ
ツ
近
世
の
自
然
法
学
と
時
効
」
、
同
「
ツ
ァ
ジ
ウ
ス
と
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
に
お
け
る
 
 

（
論
集
 
伝
承
と
受
容
（
世
界
）
、
「
古
典
学
の
再
構
築
」
研
究
成
果
報
告
集
Ⅵ
）
 
 
 

（
法
制
史
研
究
三
六
）
 
 

（
大
学
と
学
生
三
七
〇
号
）
 
 

（
古
典
学
の
再
構
築
八
号
）
 
 

一
九
九
六
年
 
 

二
〇
〇
〇
年
 
 

二
〇
〇
三
年
 
 

一
九
八
六
年
 
 

一
九
八
四
年
 
 

一
九
八
四
・
五
年
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